
組組
合合
結結
成成
七七
〇〇
周周
年年
をを
機機
にに

組組
織織
強強
化化
拡拡
大大
にに
全全
力力
をを

二二
〇〇
一一
七七
年年
元元
旦旦

執
行
委
員
長

舩

津

栄

市

副
執
行
委
員
長

田

上

一

郎

副
執
行
委
員
長

里

雄
二
郎

副
執
行
委
員
長

田

中

秀

則

副
執
行
委
員
長

伊

藤

一

廣

副
執
行
委
員
長

寺

田

孝

弘

書

記

長

石

田

哲

雄

書

記

次

長

西

平

博

之

中
央
支
部
長

内

野

幸

雄

大
浦
支
部
長

北

村

五

男

市
南
支
部
長

山

本

秀

夫

東
長
崎
支
部
長

里

澄

宏

浦
上
西
支
部
長

村

岡

広

明

浦
上
東
支
部
長

田

崎

順

一

西
彼
支
部
長

植

田

勝

次

諫
早
支
部
長

樋

口

義

雄

大
村
支
部
長

中

尾

政

男

島
原
支
部
長

山

田

哲

夫

佐
世
保
中
央
支
部
長

塚

本

芳

美

佐
世
保
東
支
部
長

茅

原

喜
志
男

佐
世
保
北
支
部
長

小

林

健

治

北
松
支
部
長

須

藤

輝

久

平
戸
支
部
長

岡

田

眞

顧

問

北

村

政

和

青

年

部

長

村

上

昌

也

主

婦

会

長

馬

場

ヒ
ロ
子

他
執
行
部
一
同

長
崎
県
建
設
産
業
労
働
組
合

長
崎
県
建
設
事
業
国
民
健
康
保
険
組
合

（
一
社
）
長
崎
県
中
小
建
設
業
協
会

長
崎
県
建
設
技
術
専
門
学
院
本
部
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執行委員長 舩津 栄市

執
行
委
員
長

年
頭
の
あ
い
さ
つ

昨昨
年年
のの
勢勢
いい
でで

今今
年年
もも
組組
織織
拡拡
大大
をを
‼‼

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

組
合
員
、
ご
家
族
の
皆
様
に

は
お
健
や
か
な
新
年
を
お
迎
え

の
こ
と
と
、
心
よ
り
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
組
合
結
成
七
十
年

と
い
う
歴
史
の
節
目
の
年
と
な

り
、
四
月
に
は
ご
来
賓
を
は
じ

め
多
く
の
組
合
員
、
ご
家
族
の

皆
様
方
を
お
迎
え
し
、
組
合
結

成
七
十
周
年
、
並
び
に
長
建
国

保
設
立
四
十
五
周
年
記
念
記
式

典
を
盛
会
裏
に
開
催
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
多
く

の
諸
先
輩
の
皆
様
を
は
じ
め
組

合
員
、
ご
家
族
の
力
強
い
ご
支

援
、
ご
協
力
の
賜
物
と
心
よ
り

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
不

況
に
よ
る
仕
事
不
足
や
若
年
入

職
者
の
減
少
等
で
毎
年
組
織
数

は
減
り
続
け
て
き
ま
し
た
が
、

皆
様
方
の
熱
心
な
取
り
組
み
の

成
果
で
十
八
年
ぶ
り
に
組
織
増

大
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

皆
様
方
の
ご
努
力
と
ご
支
援

に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

世
界
の
動
向
は
、
イ
ギ
リ
ス

の
国
民
投
票
に
よ
る
Ｅ
Ｕ
脱
退

や
、
顧
客
名
簿
が
大
量
に
流
出

し
た
「
パ
ナ
マ
文
書
」

な
ど
、
世
界
に
大
き
な

衝
撃
を
与
え
ま
し
た
。

特
に
昨
年
十
一
月
に
行

わ
れ
た
ア
メ
リ
カ
大
統

領
選
挙
で
は
、
大
方
の

予
想
に
反
し
ト
ラ
ン
プ

氏
が
勝
利
し
、
一
時
金

融
市
場
が
乱
高
下
す
る

な
ど
、
日
本
を
は
じ
め

世
界
に
動
揺
が
走
り
ま

し
た
。

五
月
に
は
、
ア
メ
リ

カ
の
オ
バ
ナ
大
統
領
が

現
職
大
統
領
と
し
て
初

め
て
被
爆
地
・
広
島
を
訪
問
、

こ
の
歴
史
的
な
訪
問
を
核
兵
器

廃
絶
に
向
け
た
新
た
な
出
発
点

と
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
よ
う
な
中
、
昨
年
七
月

の
参
議
院
選
挙
で
は
、
自
民

党
・
公
明
与
党
が
勝
利
し
、

衆
・
参
で
改
憲
勢
力
が
三
分
二

以
上
を
占
め
る
状
況
で
、
三
月

に
は
新
安
全
保
障
法
制
が
施
行
、

十
一
月
に
は
自
衛
隊
に
「
駆
け

つ
け
警
護
」
等
の
危
険
な
新
任

務
を
付
与
し
た
派
遣
部
隊
を
南

ス
ー
ダ
ン
へ
派
遣
す
る
な
ど
、

平
和
憲
法
下
で
の
日
本
の
方
向

性
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

七
月
〜
九
月
の
国
民
総
生
産

（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
の
実
質
成
長
率
は

○
・
五
％
で
、
国
内
需
要
（
内

需
）
は
、
○
・
一
％
と
多
く
の

民
間
企
業
で
は
「
景
気
の
足
ふ

み
状
態
か
ら
抜
け
出
せ
て
は
い

な
い
」
と
し
て
い
ま
す
。

十
月
の
家
庭
の
消
費
支
出
は
、

前
年
同
月
よ
り
○
・
四
％
マ
イ

ナ
ス
で
、
う
る
う
年
を
考
慮
す

る
と
十
四
ヶ
月
連
続
で
前
年
度

を
下
回
っ
て
い
る
状
況
で
す
。

一
方
、
経
済
優
先
の
政
治
手

法
で
大
企
業
は
最
大
の
内
部
留

保
金
を
保
有
し
、
大
手
ゼ
ネ
コ

ン
の
売
上
高
は
、
バ
ブ
ル
後
期

に
迫
る
利
益
を
上
げ
た
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
貧
富
の
格
差

は
益
々
拡
大
す
る
一
方
で
一
般

国
民
や
中
小
零
細
企
業
に
は
景

気
回
復
の
実
感
は
い
ま
だ
あ
り

ま
せ
ん
。

国
は
、
建
設
産
業
に
お
け
る

労
働
者
不
足
と
若
年
入
職
者
の

減
少
が
、
賃
金
や
労
働
条
件
、

福
利
厚
生
、
休
日
の
劣
悪
な
環

境
が
原
因
と
捉
え
、
政
策
的
に

四
年
連
続
で
三
四
・
七
％
の
公

共
工
事
設
計
労
務
単
価
の
引
上

げ
を
行
い
ま
し
た
。

国
や
業
界
が
現
状
を
認
識
し

て
い
る
今
こ
そ
、
単
価
、
賃
金

等
労
働
条
件
改
善
を
行
政
や
元

請
、
県
民
に
強
く
訴
え
理
解
を

求
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

県
・
市
・
町
に
対
す
る
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
の
創

設
・
継
続
・
拡
充
を
求
め
て
引

続
き
要
請
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

国
が
進
め
る
医
療
や
介
護
費
用

な
ど
の
抑
制
策
の
中
、
国
保
組

合
予
算
確
保
に
向
け
た
ハ
ガ
キ

要
請
で
は
、
組
合
員
一
人
二
・

五
枚
の
目
標
を
達
成
す
る
こ
と

が
で
き
、
地
元
国
会
議
員
へ
も

強
く
要
請
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

ご
協
力
頂
き
ま
し
た
組
合
員
、

ご
家
族
の
皆
様
に
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

今
年
は
、
昨
年
の
組
織
純
増

の
勢
い
を
閉
ざ
す
こ
と
な
く
、

拡
大
目
標
達
成
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
の
で
、
新
規
加
入

者
の
拡
大
と
脱
退
防
止
に
ご
協

力
頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し

ま
す
。
ま
た
、
仕
事
確
保
、
組

織
拡
大
、
国
保
組
合
の
育
成
強

化
、
消
費
税
、
賃
金
、
単
価
、

法
定
福
利
費
、
後
継
者
育
成
、

リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
、
ア
ス
ベ
ス

ト
、
安
全
対
策
、
全
リ
協
の
取

組
み
、
原
発
再
稼
働
、
憲
法
改

悪
、
沖
縄
基
地
建
設
、
震
災
復

興
な
ど
多
く
の
重
要
課
題
が
山

積
み
し
て
い
ま
す
。

組
合
員
皆
様
と
共
に
前
述
の

諸
要
求
実
現
の
た
め
に
全
力
で

運
動
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
本
年
も
ど
う
ぞ
宜
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
組
合
員
、
ご
家
族
の

皆
様
に
と
っ
て
、
最
良
の
年
と

な
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上

げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま

す
。

相
川
前
会
長
に
県
民
表
彰

〜
建
設
産
業
分
野
に
お
け
る
功
労
〜

平
成
二
十
八
年
「
県
民
表

彰
」
が
十
一
月
二
十
三
日
㈬
、

長
崎
県
議
会
議
場
に
お
い
て
執

り
行
わ
れ
ま
し
た
。

授
与
式
は
午
前
一
〇
時
三
〇

分
か
ら
始
ま
り
、
県
内
の
地
方

自
治
や
産
業
、
文
化
、
教
育
な

ど
の
振
興
で
功
績
が
あ
っ
た
個

人
一
一
〇
人
と
二
一
団
体
に
対

し
て
中
村
法
道
県
知
事
か
ら
表

彰
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

産
業
功
労
の
分
野
で
は
中

小
建
設
業
協
会
の
相
川
哲
男

前
会
長
が
表
彰
を
受
け
「
受

賞
に
感
謝
し
ま
す
。
建
設
業

で
若
者
が
定
着
し
発
展
す
る

よ
う
今
後
も
尽
力
し
ま
す
」

と
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。

鳥
と
漢
字
の

雑
学
ノ
ー
ト

◆
飛
躍
の
酉
年
に

さ
て
ト
リ
の
最
大
の
特
徴

は
、
翼
を
も
っ
て
飛
べ
る
こ

と
。「
飛
」「
羽
」
と
い
っ
た

漢
字
は
ト
リ
の
飛
ぶ
さ
ま
や

ハ
ネ
の
形
を
表
し
た
象
形
文

字
で
す
。
で
す
か
ら
「
足
＋

羽
＋
隹
」
の
「
躍
」
は
飛
ぶ

際
に
足
で
ジ
ャ
ン
プ
す
る
ト

リ
を
表
し
て
い
る
わ
け
で
す
。

今
年
は
酉
年
、
動
物
は
鶏
。

実
は
、
鶏
も
鍛
え
れ
ば
数
十

メ
ー
ト
ル
く
ら
い
は
飛
べ
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ
ん
な

頑
張
る
鶏
を
見
習
い
、
一
人

一
人
の
「
飛
躍
」
の
年
に
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

◆
島
の
中
に
は
鳥
が
い
る

「
鳥
」に
似
て
い
て
ち
ょ
っ

と
違
う
の
が
「
烏
」。
横
線

が
1
本
足
り
ま
せ
ん
。
こ
れ

は
、
真
っ
黒
な
カ
ラ
ス
の
目

（
目
も
黒
）
は
顔
の
ど
こ
に

あ
る
の
か
分
か
ら
な
い
の
で
、

見
え
な
い
目
の
分
と
し
て
横

線
を
除
い
た
と
の
説
が
あ
り

ま
す
。

一
方
、「
鳥
」
と
よ
く
似

た
漢
字
が
「
島
」。
実
は
島

は
「
鳥
」
と
「
山
」
を
組
み

合
わ
せ
た
文
字
。
海
の
中
の

山
（
小
島
）
に
ト
リ
が
生
息

し
て
い
る
さ
ま
を
表
し
た
も

の
。「
嶋
」「
嶌
」
も
基
本
同

じ
成
り
立
ち
で
つ
く
ら
れ
て

い
ま
す
。

2017 酉
新
年
あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を

心
か
ら
お
祈
り
致
し
ま
す

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す

長
崎
県
建
設
産
業
労
働
組
合

長
崎
県
建
設
事
業
国
民
健
康
保
険
組
合

代
表

舩

津

栄

市

（
一
社
）
長
崎
県
中
小
建
設
業
協
会

会
長

北

村

政

和
※経費節約の為、年賀状は送っていませんので、ご理解をお願いします。

（1974年5月30日 第3種郵便物認可） 第619号 2�建 設 長 崎毎月1回15日発行 2017年（平成29年）1月15日発行



2017年
（平成29年） 年　男

豆知識
十二支の「酉」とは動物であらわ

すと「鳥」ではなく「鶏（ニワトリ）」
を指します。
酉年の特徴
十二支や干支の考え方では、酉の

つく年は商売繁盛に繋がると考えら
れています。
また酉年生まれの人は洞察力があ

り、多くの才能に恵まれている。頭
の回転が速く、几帳面で集中力や持
続力があり凝り性な反面、こだわり
が強いので理想やプライドが高く、
妥協が苦手だといわれています。

皆
様
の
お
か
げ
を

も
ち
ま
し
て

月
日
が
経
つ
の
は
早
い
も
の

で
、
今
年
還
暦
を
迎
え
ま
す
。

組
合
に
加
入
し
て
約
二
十
九
年
。

そ
の
間
に
は
様
々
な
経
験
を
し
、

皆
様
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。
ま
た
今
年
一
年
、
家

内
安
全
・
無
病
息
災
を
願
い
つ

つ
、
組
合
活
動
に
励
ん
で
い
き

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

長
島

則
行

（
佐
世
保
東
支
部
）

精
進
努
力

今
年
は
酉
年
、
私
の
家
族
で

は
、
私
、
妻
、
息
子
、
孫
の
三

代
四
人
が
年
男
年
女
で
す
。
ま

た
、
私
た
ち
夫
婦
は
今
年
で
結

婚
五
十
年
、
金
婚
式
を
迎
え
ま

す
。
い
つ
も
の
年
と
違
っ
て
良

い
一
年
に
な
り
ま
す
よ
う
願
い
、

健
康
に
注
意
し
仕
事
や
組
合
活

動
、
地
域
の
事
に
協
力
し
、
頑

張
っ
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま

す
。

倉
富

保
信

（
佐
世
保
北
支
部
）

も
う
還
暦
？

い
い
え
ま
だ
還
暦
！

早
い
も
の
で
、
還
暦
を
迎
え

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
が
、
ま

だ
若
い
方
に
は
負
け
て
い
ら
れ

ま
せ
ん
。
現
役
を
続
け
て
い
く

た
め
に
も
今
ま
で
以
上
に
健
康

に
気
を
配
り
、
怪
我
な
く
仕
事

と
組
合
活
動
に
取
り
組
み
た
い

と
思
い
ま
す
。

前
川

光
男

（
北
松
支
部
）

一
日
一
生

年
男
で
あ
る
今
年
の
一
年
は

日
々
を
無
駄
に
す
る
こ
と
な
く
、

着
実
に
積
み
重
ね
、
密
度
の
高

い
日
々
に
し
、
自
分
の
一
生
の

糧
に
し
た
い
で
す
。

ま
た
今
年
は
、
長
男
が
小
学

校
に
上
が
る
の
で
、
息
子
に
負

け
る
事
の
な
い
よ
う
、
次
の
ス

テ
ー
ジ
へ
上
る
た
め
、
共
に
切

磋
琢
磨
し
て
行
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

寺
田

進
也

（
平
戸
支
部
）

ま
だ
ま
だ
現
役
で
す

今
年
、
還
暦
を
過
ぎ
二
十
四

年
、
現
役
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
は
支
部
旅
行
で
山
口
に
行

き
、
住
宅
デ
ー
で
は
包
丁
研
ぎ

に
と
様
々
な
活
動
に
参
加
し
ま

し
た
。
今
後
も
組
合
運
動
に
取

り
組
み
、
若
い
世
代
と
共
に
、

残
り
の
人
生
を
大
い
に
楽
し
ん

で
過
ご
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

迎

義
春

（
佐
世
保
中
央
支
部
）

一
期
一
会

お
か
げ
さ
ま
で
、
六
回
目
の

年
男
を
迎
え
ま
す
。

新
年
会
・
お
花
見
・
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会
・
運
動
会
・
旅
行

会
な
ど
、
今
年
も
様
々
な
組
合

行
事
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

参
加
し
た
こ
と
が
な
い
方
も

来
て
頂
け
る
と
嬉
し
い
で
す
。

一
日
一
日
の
出
会
い
を
大
切

に
し
て
い
き
ま
す
。

岩
崎
喜
三
郎

（
西
彼
支
部
）

お
客
さ
ん
の
笑
顔
の
為
に

今
年
は
酉
年
で
年
男
と
い
う

こ
と
で
す
が
、
い
つ
も
と
変
わ

ら
ず
、
自
分
の
仕
事
に
誇
り
と

自
信
を
持
っ
て
、
お
客
さ
ん
に

喜
ん
で
も
ら
え
る
仕
事
が
で
き

る
よ
う
日
々
精
進
を
心
掛
け
、

さ
ら
な
る
技
能
の
向
上
を
目
指

し
て
今
年
も
頑
張
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

山
口

功

（
市
南
支
部
）

無
病
息
災
で
頑
張
る

早
い
も
の
で
、
今
年
で
六
十

歳
、
還
暦
を
迎
え
ま
す
。

怪
我
や
病
気
に
気
を
つ
け
、

こ
れ
か
ら
も
仕
事
に
組
合
活
動

に
頑
張
っ
て
い
こ
う
と
思
い
ま

す
。

中
嶋

得
男

（
浦
上
東
支
部
）

支
え
て
く
れ
た

皆
様
に
感
謝

あ
っ
と
い
う
間
の
三
十
六
歳
。

今
日
の
自
分
が
あ
る
の
は
、
師

匠
や
家
族
を
始
め
周
り
の
皆
さ

ん
の
お
蔭
で
す
。
こ
れ
か
ら
も

皆
さ
ん
に
支
え
ら
れ
、
周
り
に

貢
献
で
き
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

仕
事
も
家
庭
も
円
満
で
過
ご
せ

る
の
が
一
番
。
気
配
り
を
欠
か

さ
ず
色
々
挑
戦
し
て
い
き
た
い
。

寺
田

郁
実

（
大
浦
支
部
）

次
代
へ
技
能
を
繋
ぐ

早
い
も
の
で
、
い
よ
い
よ
還

暦
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
三
十
七
年
間
、

建
設
業
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

今
後
は
若
手
や
後
輩
の
教
育
の

為
に
、
こ
れ
ま
で
身
に
着
け
た

技
術
や
知
識
を
次
の
世
代
に
継

承
す
る
こ
と
を
念
頭
に
、
こ
れ

か
ら
も
現
役
で
仕
事
を
続
け
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

松
田

年
市

（
島
原
支
部
）

人
生
気
力
！

両
手
を
何
回
数
え
れ
ば
今
の

年
に
…
。

今
で
は
若
か
り
し
頃
の
無
我

夢
中
の
生
活
が
思
い
出
さ
れ
ま

す
。
自
分
一
人
「
自
分
に
納

得
！
」
十
年
一
昔
と
言
う
け
れ

ど
、
ま
だ
ま
だ
頑
張
る
ぞ
！

人
生
気
力
だ
よ
。

山
形

信

（
浦
上
西
支
部
）

家
庭
円
満
・
健
康
第
一

昨
年
は
、
結
婚
そ
し
て
第
一

子
の
誕
生
と
い
う
事
も
あ
り
、

よ
り
一
層
仕
事
を
頑
張
ら
な
い

と
い
け
な
い
な
と
思
い
な
が
ら

一
年
を
過
ご
し
て
き
ま
し
た
。

今
年
は
、
昨
年
よ
り
仕
事
を
真

剣
に
、
色
々
な
事
に
挑
戦
す
る

気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
、
家
族
に

仕
事
、
楽
し
く
明
る
く
元
気
で

過
ご
し
て
い
け
た
ら
と
思
っ
て

い
ま
す
。

梅
田
鉄
之
介

（
中
央
支
部
）

感
謝
の
気
持
ち
を

忘
れ
ず
に

早
い
も
の
で
、
今
年
で
還
暦

を
迎
え
ま
す
。

地
方
の
景
気
は
な
か
な
か
よ

く
な
り
ま
せ
ん
が
、
そ
う
い
う

ご
時
世
だ
か
ら
こ
そ
、
感
謝
の

気
持
ち
や
初
心
を
忘
れ
ず
に
、

ま
た
健
康
に
気
を
付
け
て
、
こ

れ
か
ら
も
仕
事
に
励
み
た
い
と

思
い
ま
す
。

宮
﨑

靜
男

（
大
村
支
部
）

一
所
懸
命

毎
日
の
仕
事
一
つ
ひ
と
つ
の

作
業
に
手
を
抜
く
こ
と
な
く
、

自
分
に
求
め
ら
れ
て
い
る
事
は

何
か
を
考
え
て
誰
か
ら
も
信
頼

さ
れ
る
よ
う
、
一
所
懸
命
に
頑

張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
青
年
部
活
動
に
も
積
極

的
に
参
加
し
て
、
仲
間
と
の
繋

が
り
を
大
事
に
し
て
い
き
た
い

で
す
。

本
田

昇

（
東
長
崎
支
部
）

建
設
業
界
の

未
来
へ
向
け
て

高
齢
化
が
進
み
後
継
者
不
足

が
深
刻
化
す
る
建
設
業
界
で
、

私
た
ち
建
設
労
働
者
が
も
っ
と

優
遇
さ
れ
、
家
族
の
笑
顔
と
健

康
を
守
り
な
が
ら
、
み
ん
な
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
づ
く

り
に
向
け
て
仲
間
と
一
緒
に
今

後
も
色
々
と
頑
張
り
ま
す
。

酒
井

修

（
諫
早
支
部
）

毎月1回15日発行 2017年（平成29年）1月15日発行建 設 長 崎第619号 （1974年5月30日 第3種郵便物認可）3�
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長
崎
市
城
山
町
17―

58

建
設
長
崎　

教
宣
部

「
新
春
お
年
玉
パ
ズ
ル
」
係

8 5 2 8 0 2 1〈新春クイズ 7つの間違い〉

〈とり年クロスワード〉

（答）

（答）

あなたの支部名
氏　名
住　所
年　齢
職　業

���������

問
題
が
解
け
た
ら
左
記
の
要
領
で

応
募
し
て
く
だ
さ
い
。
正
解
者
の
中

か
ら
抽
選
で
五
十
名
の
方
に
素
敵
な

記
念
品
を
お
送
り
し
ま
す
。

※
応
募
締
切

一
月
七
日
㈯
必
着

ヨコのカギ
1 七福神が乗っています
5 負けると墨を塗られるかも？
8 こぐま座やカシオペア座など
9 やわらかい骨の焼き鳥
11 こぶしのきいた歌謡曲
13 鏡餅の上に乗せることも
15 クールジャパンの代表格
17 インド生まれの修行法
18 戦争のルール。国際……法
19 英語ではローズ
20 入り江。陸地に入りこんだ海
22 アウトライン。顔の……
24 布団の下に敷いてシワを伸ばす
25 ……自慢。……仏
27 特別天然記念物の鳥の一つ
28 火山が噴火したときの穴
29 卵の外側を包んでいます
30 鶏の子ども
32 元旦の料理です
34 キリストの誕生日が元年
36 おみくじで今年の……
37 2017年は……29年

タテのカギ
1 エビで釣ることもある
2 風の方向を教えてくれる鶏
3 安全。……な人選
4 ……賀状。新……会
5 正月2日に運ぶ荷物
6 転ばぬ先の……
7 木曜と土曜の間
8 1月第2月曜の祝日は？
10 ユーカリの葉が主食です
12 1月11日に食べる……の行事
14 数をかぞえること
16 太陽系の外側を回る準惑星
19 悪い夢を食べる伝説上の動物
21 利息。……を付けて返す
23 新年に初めて文字を書く行事
24 ……に小判。……にかつおぶし
26 日曜の前日
28 横向きに歩行します
29 ヒラメに似た平たい魚
31 濃い青紫色。……ぺきの海
33 トリ年の4年後は……年
35 ……エビ。……志摩国立公園

＊ 現在ご加入の自動車保険（共済）のノンフリート等級、事故有期間を、自動車共済でも引き継ぎます。
＊ 長崎県建設産業労働組合の組合員様または、その従業員の同居のご家族まで、団体割引が適用可能！！
＊ 自動車保険でお困りのことがございましたら、お気軽にお問合せ下さい。

最寄りの長崎県下13か所の代理所よりご説明にお伺い致します。
（●大村 ●時津 ●西海 ●早岐 ●東彼 ●北松 ●対馬 ●五島 ●上五島 ●佐世保 ●島原 ●諫早 ●長崎市内）

（お問い合わせ先）
【担当支部】
長崎県支部：長崎市勝山町37番地
TEL：095－827－7752
FAX：095－827－7798

お気軽に上記番号まで
お問い合わせください

新
春
お
年
玉
ク
イ
ズ
―
家
族
み
ん
な
で
挑
戦
―
応
募
し
て
み
よ
う
‼

明けましておめでとうございます
今年も旧倍のお引立て
宜しくお願い致します

1月21日㈯
初市（お楽しみ抽選会）

（8：30～15：00）

長建木材供給㈱
取締役社長 高島 正弘

西彼杵郡時津町左底郷1の4
TEL 095-882-0304 FAX 095-882-6594

昭和48年、九州経済産業局の
認可を得て設立。

福岡を拠点に西日本地区
（近畿～沖縄）にサービスセンター設置

加入組合員数、約26万1千人！
（当組合全体H27．3．31時点）

ご注意 ●本チラシは集団団体の概要を記載したものです。●集団団体のお取扱方法および各共
済・特約の補償内容および共済金をお支払いできない場合、割引等の詳細については自動車共済の
パンフレットまたは「自動車共済ご契約のしおり」をご覧いただくか、右記担当支部におたずねく
ださい。●ご契約の際には、必ず「重要事項説明書」をお読みください。●西日本自動車共済協同
組合は、全国自動車共済協同組合連合会が運営する再共済事業に加入しております。●自動車共済
にはじめてご加入の際には、ご契約のお車の台数に関係なく、共済掛金とは別に出資金（1口1，000
円）または員外利用料が必要となります。●取扱代理所は、西日本自動車共済協同組合との委託契
約に基づき、共済契約の継続・共済掛金の領収・共済掛金等領収証の交付・契約の管理業務等の代
理業務を行っております。代理所とご締結いただき有効に成立したご契約につきましては、西日本
自動車共済協同組合と直接契約をされたものとなります。

2017年 建設長崎各支部新春旗開き開催のご案内
会 場

支部事務所
地区労会館2階
諫早市勤労者福祉会館
県北総合会館
割烹「みやこ別館」
中里皆瀬地区公民館
時津北部コミセン
割烹「川徳」
支部事務所
大浦区民センター
組合本部会館
支部事務所
支部事務所
組合本部会館
「彦八」

時 間
午後7時
午後7時
午後7時
午後7時
午後7時
午後7時
午後7時

午後6時30分
午後7時
午後7時
午後7時
午後7時
午後7時
午後7時
午後6時

支部名
大 村 支 部
中 央 支 部
諫 早 支 部
佐世保中央支部
市 南 支 部
佐世保北支部
西 彼 支 部
東 長 崎 支 部
北 松 支 部
大 浦 支 部
浦 上 西 支 部
平 戸 支 部
佐世保東支部
浦 上 東 支 部
島 原 支 部

曜日
火

木

金

月

火

水

木

金

月 日
1月10日

12日

13日

16日

17日

18日

19日

20日

〈
問
題
〉
上
の
絵
と
下
の
絵
を
比
べ
る
と
七
カ
所
の
ま
ち
が
い
が
あ
り
ま
す
。
ど
こ
で
し
ょ
う
。（
印
刷
の
汚

れ
や
か
す
れ
、
濃
淡
は
ま
ち
が
い
に
入
り
ま
せ
ん
）

長崎県建設産業労働組合の組合員の皆様へ

●共済掛金算出条件：【共済金額】対人賠償共済：（1名）無制限、対物賠償共済：（1事故）無制限（免責金額：自己負担額0万円）・対物超過修理
費用特約付、人身傷害共済：（1名）3，000万円、搭乗者傷害500万円、弁護士費用特約付、ロードアシスタンス特約付【契約条件】運転者年齢条件35歳
以上補償、年額共済掛金一括払 【割引・割増】ノンフリート等級：20等級～事故有期間0年（63％割引）＋団体割引10％

＊組合員ならではの掛金！！
スズキ ワゴンR

（平成25年式・MH34S)
23，140円 【平成28年11月 現在】

共済及び団体割引のご案内！！

西日本自動車共済とは・・・

【共済掛金の一例】
〈個人のご契約者〉

（1974年5月30日 第3種郵便物認可） 第619号 4�建 設 長 崎毎月1回15日発行 2017年（平成29年）1月15日発行
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国
保
組
合
関
連
予
算

増
額
要
求
！

3． エコ住宅への建替え

・耐震性のない住宅を除却するこ
と
・エコ住宅に建替えること
※年齢制限なし

・建設業者（注文）
・宅建業者（分譲）

・エコ住宅の建設

・30万円／戸（認定長期優良住宅
やさらに省エネ性能の高い住宅
の場合は、40万円／戸又は50万
円／戸

50万円／戸

2．良質な 既存住宅の購入

・若者（40歳未満）が既存住宅を
購入すること
・売買に際して、インスペクショ
ンを実施し、既存住宅売買瑕疵
保険に加入すること

・宅建業者（買取再販等）
・インスペクション事業者

■インスペクション
□エコリフォーム

■インスペクション 5万円／戸
□リフォーム工事内容に応じて定
める額（定額）

50万円／戸（インスペクションと
エコリフォームの合計額）
※耐震改修を行う場合は65万円／戸

1．住宅の エコリフォーム

・エコリフォームを実施すること
・リフォーム後に耐震性が確保さ
れること
※年齢制限なし

リフォーム事業者

□エコリフォーム

□リフォーム工事内容に応じて定
める額（定額）

30万円／戸
※耐震改修を行う場合は45万円／戸

要件

補助
事業者

補助
対象

補助額

限度額

①～③のいずれか1つが必須、かつ、①～③の補助額の合計が5万円以上
原則として、国の他の補助制度との併用は不可対象工事

①開口部の断熱改修※1（ガラス交換、内窓設置、外窓交換、ドア交換）
②外壁、屋根・天井又は床の断熱改修※1（一定量の断熱材を使用）
③設備エコ改修※1（エコ住宅設備のうち、3種類以上を設置する工事）
【エコ住宅設備】太陽熱利用システム、節水型トイレ、高断熱浴槽、高効率給湯機、節湯水栓

＋ ①～③のいずれかと併せて実施する以下の改修工事等も対象

④併せて対象とするリフォーム等
Ａ．バリアフリー改修（手すり設置、段差解消、廊下幅等の拡張）
Ｂ．エコ住宅設備の設置※1（1種類又は2種類の設置）
Ｃ．木造住宅の劣化対策工事※2（土間コンクリート打設等）
Ｄ．耐震改修
Ｅ．リフォーム瑕疵保険への加入

実施したエコリフォームの工事内容に応じた補助額（下表）の合計額を補助補助額

備 考

合計額が
50，000円
以上であること

各1カ所のみ
対象

リフォーム瑕疵
保険に加入する
ものに限る
各1カ所のみ
対象

1戸当たり
1契約当たり

補助額（円）
3，000～25，000／箇所
120，000（60，000）
36，000（18，000）
60，000（30，000）

24，000

3，000
6，000
30，000

設備エコ改修に同じ
8，000
3，000
30，000
8，000
20，000
120，000
3，000
150，000
11，000

内 容
ガラス交換、内窓設置、外窓交換、ドア交換
住宅の建て方、断熱材の区分に応じて定める
断熱材使用量以上のもの。（ ）内は部分断
熱の場合。
太陽熱利用システム、節水型トイレ、高断熱
浴槽、高効率給湯機
節湯水栓
手すり設置、段差解消
廊下幅等の拡張
1種類又は2種類の設置
小屋裏換気口設置
小屋裏点検口設置
浴室のユニットバス設置
脱衣室の耐水性仕上げ
外壁の軸組等及び土台の防腐防蟻措置
土間コンクリート打設
床下点検口設置
耐震改修
リフォーム瑕疵保険への加入

対象工事等
開口部の断熱改修
外壁の断熱改修
屋根・天井の断熱改修
床の断熱改修
設備エコ改修（右欄のエコ住
宅設備のうち3種類以上を設
置するもの）

Ａ．バリアフリー改修

Ｂ．エコ住宅設備の設置

小屋裏

浴室・
脱衣室

床下等

Ｄ．耐震改修
Ｅ．リフォーム瑕疵保険

Ｃ．木造住宅の劣化
対策工事

①

②

③

④
併
せ
て
対
象
と
す
る
リ
フ
ォ
ー
ム
等

30万円／戸（耐震改修を行う場合 45万円／戸）補助限度額

（※インスペクションとは住宅の現況調査・診断を行う事）

【補助額】

5万円／戸

エコリフォームの補助額に同じ

【補助限度額】50万円／戸（耐震改修を行う場合65万円）

【補助対象】
依頼主に費用負担が生じるもの

（自身で行うものは除く）
エコリフォームの対象工事に同じ

①インスペクション
（現況調査）

②エコリフォーム

BELS
☆☆☆☆☆

50万円／戸

50万円／戸

50万円／戸

50万円／戸

BELS
☆☆☆☆

40万円／戸

50万円／戸

50万円／戸

50万円／戸

一次エネルギー
消費量等級5

トップランナー基準
BELS☆☆☆

30万円／戸

40万円／戸

40万円／戸

50万円／戸

一次エネルギー
消費量等級4

断熱等性能等級4
BELS☆☆

－

－

30万円／戸

40万円／戸

省エネ性能のレベル
（各種のいずれか）

その他の性能

下記以外

長期優良住宅

下記以外

長期優良住宅

建築種別
⑴
非木造
住宅

⑵
木造
住宅

事
業
（
物
件
）
毎
に
手
続
き

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

注）1住宅1申請のみ受付（ただし、エコリフォームが実施されていない既存住宅の購入に係る住宅につ
いて、購入者がエコリフォームを実施する場合は、“既存住宅の購入”と“エコリフォーム”の2申請を
受付。）

●まず、補助事業者の基礎的情報を事務局に必ず登録
●交付申請を行うために必ず必要。また、補助金の
交付を約束するものではないが、事業に取りかか
ることは可能に。

●既存住宅の購入（買取再販）とエコ住宅への建替え
（分譲）は、仕入れ物件や除却住宅が確定した時点
で、物件情報を登録

●補助事業者は、工事請負契約や売買契約を締結して、
事業の内容を決め、所定の申請書で事務局に申請

●補助事業者は、住宅所有者等と補助金の受取に関
する取決めをして、事務局に提出（補助金分を住
宅所有者等に還元）

●交付申請書の内容に不備がなければ、事務局から
交付決定

●交付決定により、補助金の交付が可能に

●補助事業者は、事業（リフォーム工事や建築工事、
住宅の引渡し）が完了したとき、完了したことを
事務局に報告

●事務局が完了を確認することにより、補助金を交付
（振り込み）

事業者登録

⬇
事業登録

⬇
交付申請

�
�

交付決定

⬇
完了報告

⬇
補助金の交付

Ｈ28．11．1
受付開始

Ｈ28．12．12
受付開始

Ｈ29．1．18
受付開始

事業者登録期限
事業登録期限
Ｈ29．3．31迄

遅くとも

交付申請期限
Ｈ29．6．30迄

遅くとも

完了報告期限
Ｈ29．12．31迄

十
一
月
二
十
二
日
、「
全
建

総
連
11
・
22
賃
金
・
単
価
引
き

上
げ
予
算
要
求
中
央
総
決
起
大

会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会

場
と
な
っ
た
日
比
谷
公
園
大
音

楽
堂
に
は
全
国
四
十
八
県
連
・

組
合
か
ら
三
、
一
二
七
名
の
仲

間
が
集
結
。
建
設
長
崎
か
ら
も
、

舩
津
執
行
委
員
長
、
田
中
副
委

員
長
、
北
村
顧
問
、
佐
藤
長
建

国
保
常
務
理
事
、
池
田
長
建
国

保
事
務
局
次
長
が
参
加
し
ま
し

た
。主

催
者
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た

三
浦
委
員
長
は
、
ま
ず
十
月
に

福
岡
市
で
開
催
し
た
全
建
総
連

五
十
七
回
大
会
に
ふ
れ
、
福
岡

建
労
と
全
福
岡
建
労
の
尽
力
に

感
謝
す
る
と
と
も
に
、「
全
国

の
仲
間
か
ら
委
員
長
に
選
ば
れ

た
者
と
し
て
、
先
頭
に
立
っ
て

闘
う
」
と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
基
調
報
告
で
勝

野
全
建
総
連
書
記
長
は
、
こ
の

九
月
に
各
省
か
ら
出
そ
ろ
っ
た

来
年
度
予
算
の
概
算
要
求
額
の

中
で
、
国
保
組
合
関
連
予
算
で

は
厚
労
省
が
二
千
九
百
九
十
二

億
八
千
万
円
に
増
額
要
求
を
し

た
こ
と
を
報
告
。
皆
さ
ん
に
よ

る
「
百
三
十
二
万
四
千
枚
の
ハ

ガ
キ
要
請
」
と
、
地
元
国
会
議

員
五
百
七
十
五
人
へ
の
要
請
行

動
の
結
果
」
と
評
価
し
ま
し
た
。

当
日
は
全
国
の
代
表
団
に
よ

る
各
省
庁
へ
の
要
請
行
動
も
行

わ
れ
、
大
会
終
了
後
に
は
デ
モ

行
進
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
会
開
催
に
先
立
ち
、
地
元

選
出
の
全
国
会
議
員
に
対
し
て

要
請
行
動
を
行
い
、
建
設
国
保

の
育
成
強
化
と
国
保
組
合
へ
の

国
庫
補
助
の
現
行
水
準
確
保
に

向
け
て
の
支
援
を
お
願
い
し
て

き
ま
し
た
。（
池
田
）

【補助の概要】耐震性を確保しつつ、省エネルギー性能を高めるリフォーム、
建て替え等を支援。以下3事業に対して費用の一部補助を行います。

1．エコリフォームに対する支援の概要
持ち家の省エネ性能を向上させるリフォーム（エコリフォーム）に対して補助し

ます。リフォーム後の住宅が耐震性を有することが条件です。

2．既存住宅の購入に対する支援の概要
既存住宅の購入において、インスペクションや購入時に行うエコリフォームに対

して補助します。インスペクションの実施、既存住宅売買瑕疵保険への加入が条件
です。

3．エコ住宅への建替えに対する支援の概要
一定の省エネ性能を有する住宅（エコ住宅）の建築（建替え）に対して補助しま

す。耐震性のない住宅を除去する事が条件です。【補助限度額】50万円／戸

4．補助金の申請手続き等
○申請手続きの流れ（期日は予定）

●若者の住居負担軽減●良質な既存住宅の流通を促進●エコリ
フォームの推進●耐震改修の促進で、住宅のリフォーム市場の
拡大を目的に「国土交通省」がその費用の一部を補助する制度
です。

国（国土交通省）の補助事業
住宅ストック循環支援事業について

【お問い合わせ先】

住宅ストック循環支援事業事務局
TEL0570‐069‐888 ホームページ http://stock-jutaku.jp

国土交通省住宅局住宅生産課
TEL03‐5253‐8111（代表）
ホームページ http://www.mlit.go.jp/jutakukentiku/index.html

賃金・単価引き上げ、
予算要求中央総決起大会

48県連組合3，127名参加

毎月1回15日発行 2017年（平成29年）1月15日発行建 設 長 崎第619号 （1974年5月30日 第3種郵便物認可）5�
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長
建
国
保
か
ら
の
お
願
い
と
お
知
ら
せ

【
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
提
出
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
】

平
成
二
十
八
年
一
月
か
ら
「
個
人
番
号
制
度
」
が
始
ま
り
ま
し

た
。
こ
の
こ
と
に
伴
い
、
平
成
二
十
七
年
十
月
以
降
に
国
民
一
人

一
人
に
固
有
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
十
二
桁
の
個
人
番
号
）
が
通
知

さ
れ
ま
し
た
。

国
民
健
康
保
険
の
手
続
き
の
際
、
こ
の
個
人
番
号
が
必
要
で
す
。

こ
の
番
号
制
度
で
は
、
個
人

番
号
を
利
用
す
る
こ
と
で
国
民

健
康
保
険
等
の
手
続
き
が
従
来

よ
り
も
簡
素
化
さ
れ
ま
す
。（
手

続
き
の
簡
素
化
は
平
成
二
十
九

年
七
月
か
ら
を
予
定
）。
そ
の

為
に
事
前
に
皆
様
の
個
人
番
号

を
組
合
へ
ご
提
供
頂
く
事
で
円

滑
に
事
務
処
理
等
を
進
め
る
事

が
で
き
ま
す
。

尚
、
組
合
へ
個
人
番
号
を
ご

提
供
頂
く
際
に
は
、
本
人
確
認

の
た
め
運
転
免
許
証
等
、
ご
本

人
の
顔
写
真
付
の
証
明
書
等
が

必
要
に
な
り
ま
す
。
こ
の
事
は

他
人
へ
の
成
り
す
ま
し
や
不
正

使
用
の
防
止
対
策
と
し
て
正
確

性
と
安
全
性
を
確
保
す
る
た
め
、

番
号
法
で
定
め
ら
れ
た
確
認
措

置
で
あ
り
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

す
で
に
個
人
番
号
を
お
届
け

頂
い
た
方
は
除
き
ま
す
。
皆
様

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

個
人
番
号
ご
提
供
の
際
に
は
、

次
の
①
〜
③
の
い
ず
れ
か
の
書

類
を
組
合
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

◇

①
「
通
知
カ
ー
ド
」
と
「
次
の

ア
〜
ク
の
い
ず
れ
か
の
書
類
」

ア
、
運
転
免
許
証

イ
、
パ
ス
ポ
ー
ト

ウ
、
身
体
障
害
者
手
帳

エ
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手

帳オ
、
療
養
手
帳

カ
、
在
留
カ
ー
ド

キ
、
特
別
永
住
証
明
書
等

ク
、
官
公
署
が
発
行
す
る
書
類

（
顔
写
真
付
き
）

◇

②
「
個
人
番
号
が
記
載
さ
れ
た

住
民
票
謄
本
」
と
「
①
記
載
の

ア
〜
ク
の
い
ず
れ
か
の
書
類
」

◇

③
「
交
付
さ
れ
て
い
る
個
人
番

号
カ
ー
ド
」

※
平
成
二
十
八
年
一
月
か
ら

「
交
付
申
請
に
基
づ
き
」
交
付

さ
れ
た
「
個
人
番
号
カ
ー
ド
」

（
顔
写
真
付

き
）
の
場
合
、

①
記
載
の
ア

〜
ク
の
書
類

は
不
要
で
す
。 【

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
費
用
の
補
助
】

長
建
国
保
で
は
加
入
し
て
い

る
被
保
険
者（
組
合
員
、家
族
）

全
員
を
対
象
に
、
季
節
性
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
及
び
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に

係
る
費
用
の
補
助
を
実
施
し
て

お
り
ま
す
。

補
助
の
申
請
に
つ
い
て

《
補
助
の
対
象
者
》

長
建
国
保
加
入
の
被
保
険
者

組
合
員
及
び
家
族

《
補
助
の
対
象
》

季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
及

び
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
ワ

ク
チ
ン
接
種
（
以
下
予
防
接
種

と
い
う
）
に
係
る
自
己
負
担
の

費
用
が
一
回
に
つ
き
一
、
五
〇

〇
円
を
超
え
た
場
合
、
一
、
五

〇
〇
円
を
超
え
た
額
を
補
助
い

た
し
ま
す
。

《
補
助
の
申
請
》

当
該
組
合
員
が
所
属
す
る
長

崎
県
建
設
産
業
労
働
組
合
の
支

部
窓
口
で

被
保
険
者

証
を
提
示

し
、
申
請

書
（
様
式

第
一
号
）
に
予
防
接
種
の
領
収

書
等
を
添
え
申
請
し
て
下
さ
い
。

《
補
助
申
請
の
期
間
》

補
助
の
申
請
は
予
防
接
種
を

受
け
た
日
の
属
す
る
月
の
末
日

か
ら
起
算
し
て
六
ヶ
月
以
内
と

な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
接
種

後
早
め
に
申
請
し
て
下
さ
い
。

《
申
請
に
必
要
な
も
の
》

①
被
保
険
者
証
②
予
防
接
種

の
費
用
と
分
か
る
領
収
書
及
び

明
細
書
等
③
印
鑑

《
補
助
の
交
付
》

補
助
金
の
交
付
は
、
申
請
に

問
題
が
な
け
れ
ば
受
付
時
に
支

部
窓
口
で
交
付
い
た
し
ま
す
。

予
防
の
為
、
ま
た
か
か
っ
て

し
ま
っ
た
場
合
の
重
症
化
を
防

ぐ
為
に
も
早
め
に
受
け
ま
し
ょ

う
！

【
鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
施
術
費
用
の
補
助
】

補
助
対
象
者

長
建
国
保
被
保
険
者
で
あ
る

組
合
員
。

補
助
金
額

一
施
術
に
つ
き
一
、
五
〇
〇
円

（
補
助
の
交
付
は
一
ヶ
月
に
三

回
、
年
間
十
二
回
迄
）

申
請
方
法

組
合
支
部
に
て
配
布
す
る

「
鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
施
術
費
補

助
申
請
書
」
に
鍼
灸
施
術
師
の

証
明
を
受
け
、
所
属
支
部
に
提

出
し
て
下
さ
い
。

（
施
術
日
よ
り
二
ヶ
月
以
内
の

申
請
書
の
み
有
効
と
し
ま
す
。）

有効期限　平
成

有効期限　平
成2929年3月3131日 限日 限

※被保険者証番
号と氏名は必ず

ご記入下さい。

※被保険者証番
号と氏名は必ず

ご記入下さい。

有効期限　平
成29年3月31日 限

※被保険者証番
号と氏名は必ず

ご記入下さい。

長建国保では、組合員及び家族の健康の保持増
進を図るため「指定温泉利用料金の割引及び補
助制度」を実施しています。
ぜひご利用ください。

■利用料金の割引
指定温泉と契約し、規定料金より安い料金で
利用できます。
■利用料金の補助
（小人料金には、割引はありません。）

補助券により、割引料金より更に安い料金で
利用できます。
規定料金－メンバーズカード割引＝割引後の料金
割引後の料金－補助券（300円）＝利用者負担金
・長建国保加入組合員（年間15枚）
組合のみ加入（年間6枚）

※詳細については各支部事務所へお問い合せ下さい。

（※1）毎月26日「風呂の日」は規定料金が半額となり、補助券の使用は出来ません。 （※2）「雲仙スパハウス」、「万松楼」について、温泉事業は現在休止中、再開未定となっております。

2016年12月1日

設 備

和風天然温泉、岩盤浴、バリ風天
然温泉

大浴場、ジャグジー、打たせ湯、
サウナ、寝湯、休憩室

大浴場、露天風呂、サウナ、岩盤
浴

癒湯（露天風呂）、内湯、釜風呂、
壷風呂、檜風呂、露天足湯、樽風
呂、炭のうたせ湯、寝湯

大浴場、露天風呂

大浴場、ジェットバス、打たせ湯、
ジャグジーシャワー、ミストサウ
ナ

寝湯、ジェットバス、サウナ、水
風呂、露天風呂、タル湯

露天風呂、薬湯風呂、サウナ

サウナ、冷水風呂、壷湯、ジェッ
トバス、寝湯、塩サウナ、家族風
呂、シェイプアップバス

内風呂、露天風呂、食事処、仮眠
室、マッサージ室

露天風呂、大浴場、休憩場、レス
トラン、宴会場

大浴場、露天風呂、ジェット泡風
呂、休憩場、レストラン

所在地
電話番号

長崎市
曙町39‐38
095‐862‐5555

長崎市
野母町692‐1
095‐893‐1133

長崎市
岩見町451‐23
095‐833‐1126

長崎市伊王島町
1丁目3277‐7
095‐898‐2202

西彼杵郡長与町
岡郷2762‐1
095‐887‐4126

西彼杵郡長与町
高田郷284
095‐856‐2631

西彼杵郡長与町
高田郷2289‐2
095‐856‐2617

諫早市本野7‐1
0957‐25‐8822

大村市
森園町663‐3
0957‐50‐1126

大村市
田下町17‐3
0957‐47‐8245

雲仙市小浜町
雲仙500‐1
0957‐73‐3273

雲仙市小浜町
南本町10

0957‐74‐3141

利用者負担
（自己負担）

480円

350円

100円

200円

500円

400円

350円

360円

1，250円

780円

0円

250円

300円

150円

300円

350円

400円

350円

250円

300円

200円

300円

300円

200円

360円

330円

120円

240円

24円

270円

108円

補助券の額
（温泉券利用）

▲300

－

▲300

－

▲300

－

▲300

－

▲300

－

－

▲300

－

－

▲300

－

▲300

－

▲300

－

－

▲300

－

－

▲300

－

▲300

▲300

▲300

－

－

割引後の料金
（メンバーズカード）

780円

350円

－

－

－

－

650円

－

－

－

－

－

－

－

600円

－

－

－

550円

－

－

600円

－

－

－

－

－

－

－

－

－

規定料金

850円

400円

400円

200円

800円

400円

750円

360円

1，550円

780円

0円

550円

300円

150円

750円

350円

700円

350円

650円

300円

200円

700円

300円

200円

660円

330円

420円

540円

324円

270円

108円

利用区分

大人
（中学生以上）

小人
（3歳以上）

大人
（中学生以上）

小人
（4歳以上）

大人
（中学生以上）

小人
（3歳以上）

大人
（中学生以上）

小人
（小学生）
大人

（中学生以上）
小人

（5歳以上）
幼児

（5歳未満）
大人

（中学生以上）
小人

（小学生）
幼児

（6歳以下）
大人

（中学生以上）
小人

（3歳以上）
大人

（中学生以上）
小人

（4歳以上）
大人

（中学生以上）
小人

（小学生）
幼児

（3歳以上）
大人

（中学生以上）
小人

（小学生）
幼児

（4歳以上）
大人

（中学生以上）
小人

（4歳以上）
［外湯］大人
（中学生以上）

大人
（高校生以上）
［7：30～16：30］

大人
（高校生以上）
［16：30～22：00］

小人
（2歳以上）

［7：30～16：30］
小人

（2歳以上）
［16：30～22：00］

指定温泉名称

稲佐山温泉
アマンディ

Alega
軍艦島

ふくの湯

やすらぎ伊王島

長崎温泉
喜道庵

道の尾温泉

ゆりの温泉

天然いさはや温泉
和スパ

サンスパ
おおむら
ゆの華

龍神温泉
かやぜの湯

青雲荘

望洋荘

長
崎
・
西
彼

地

区

県

央

地

区

長崎県建設事業国民健康保険組合 指定温泉一覧表

うずしお温泉美人の湯、露天風
呂、貸切家族風呂

大浴場、打たせ湯、寝湯、露天
風呂、サウナ、休憩室、食事処

大浴場、露天風呂、サウナ、休
憩室、食事処

露天風呂、展望風呂、タル風呂、
水風呂、サウナ、薬草風呂、海
草風呂、ジャグジー風呂

展望露天風呂、電気風呂、ジャ
グジーエステ風呂、座り湯、サ
ウナ、岩盤浴（別料金）、家族風
呂（別料金）

佐世保市
崎岡町853‐12
0956‐39‐4800

佐世保市
南風崎町449
0956‐59‐3939

東彼杵郡
波佐見町

長野郷558‐3
0956‐76‐9008

平戸市川内町55
0950‐23‐2111

平戸市田平町
野田免210‐6
0950‐57‐1110

500円

400円

250円

260円

400円

300円

300円

200円

300円

300円

400円

300円

▲300

－

－

▲300

－

▲300

－

－

▲300

－

▲300

－

－

－

－

560円

－

－

－

－

600円

300円

700円

－

800円

400円

250円

700円

400円

600円

300円

200円

800円

400円

900円

300円

大人
（中学生以上）

小人
（小学生）
幼児

（3歳以上）
大人

（中学生以上）
小人

（小学生）
大人

（中学生以上）
小人

（小学生）
幼児

（3歳以上）
大人

（中学生以上）
小人

（小学生）
大人

（中学生以上）
小人

（小学生）

ザ・パラダイス
ガーデン サセボ
（※1）

ホテルローレライ
ばってんの湯
（※1）

はさみ温泉
湯治楼

千里ヶ浜温泉
ホテル蘭風

平戸たびら温泉
サムソンホテル

県

北

地

区

《補助例》
インフルエンザの予防接種
を1回接種し、4，000円の
接種費用を支払った場合。
4，000円－1，500円＝2，500円
（接種費用）（控除額）（補助額）

指定温泉利用料金の割引及び補助制度

通知カード（イメージ）

個人番号カード（イメージ）

（1974年5月30日 第3種郵便物認可） 第619号 6�建 設 長 崎毎月1回15日発行 2017年（平成29年）1月15日発行


